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　毎日の食事は体を作る基礎となります。しかし、多忙な毎日の中で食べるものが偏っていたり、不規

則な生活を送っていたりすると肥満を招きます。肥満は、高血圧や高血糖、脂質異常症などの生活習慣

病のもととなります。肥満を判定するにはＢＭＩ（体格指数）、身長からみた体重の割合を使用します。

定期的に体重測定をして、体重の変化と自分の食生活とを重ね合わせて振り返ることが大切です。

　年齢ごとのＢＭＩ（体格指数）は図１の通りです。全体で肥満の判定の割合が２７. ０％となっています。

約４人に１人が肥満と判定されています。やせと判定されている人と合わせると、約３割の人が標準か

らはずれています。

＜図１＞ＢＭＩ判定の割合（Ｈ２４年特定健康診査より）

ＢＭＩ = 体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

適正体重（ＢＭＩ２２）に近いほど疾病が少ないと言われてい

ます。

※例えば、身長１６０cm、体重６０kg の人のＢＭＩは、

６０÷１. ６÷１. ６で２３となります。標準の範囲です。

●食生活見直しのポイント～３度の食事を大切にしましょう

①主食・主菜・副菜・汁物でバランスよく

　単一の食品ばかり食べずに、いろいろな食品を食べましょう。

②食事時間のリズムを整えましょう

　不規則な食事は過食や、不必要な間食などの問題を引き起こし、肥満の原因となります。

③ヘルシーな青背の魚を食べましょう

　魚には生活習慣病予防に役立つ栄養素が豊富です。

④薄味で食べましょう

　酢やレモンなどの酸味や香味野菜（しょうがや大葉など）で味にアクセントをつけましょう。

⑤野菜をたっぷり食べましょう

　加熱したり、具だくさんの味噌汁などにしたりすると、たっぷり食べられます。

ＢＭＩ＝体重 (kg) ÷身長 ( ｍ ) ÷身長 ( ｍ )

＜図２＞ＢＭＩの計算式と判定基準

 ●年齢ごとのＢＭＩ（体格指数）の割合（Ｈ２４年度特定健康診査より）

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４３）まで。

健診結果を生かした健康づくりをしましょう

食生活を見直し生活習慣病の予防を
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時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
震
災

の
風
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
被

災
地
以
外
の
多
く
の
方
々
に
実
情

を
し
っ
か
り
と
訴
え
、
復
興
へ
の

思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
で
の
厳
し
い
生
活
に

耐
え
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復
興

を
願
う
市
民
の
切
実
な
思
い
を
し

っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
復
興
の
た

め
ま
い
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

 　

最
も
優
先
す
べ
き
は
住
宅
の
再

建
で
あ
り
、
順
次
造
成
工
事
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
災
害
公
営
住

宅
の
柳
沢
前
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
五
年
度
中
に
入
居
で
き

る
よ
う
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

産
業
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
農

地
災
害
復
旧
、
漁
港
整
備
、
被
災

企
業
の
再
建
支
援
の
取
り
組
み
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
復
旧
復
興
の
段
階
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
復
興
事

業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
随
時
提
供

し
、
計
画
推
進
へ
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
企
画
部

内
に
戦
略
室
を
設
置
し
、
産
業
や

雇
用
政
策
、
企
業
誘
致
な
ど
の
情

報
収
集
、
企
業
や
民
間
団
体
か
ら

の
企
画
提
案
の
精
査
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
戦
略
的
な
施
策
立
案

を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な

い
ま
ち
」
と
し
て
創
造
し
て
い
く

た
め
に
、
構
想
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
や
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
、
復
興
の
中
心
と
な
っ

て
活
躍
す
る
若
者
を
は
じ
め
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の

機
会
を
増
や
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
や
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
復
興
事
業
、
災
害

等
廃
棄
物
処
理
費
、
公
共
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
の
ほ
か
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
雇
用
の
確
保
、

産
業
の
再
建
な
ど
を
図
る
た
め
、

千
十
九
億
千
百
万
円
と
、
震
災
前

の
約
十
倍
と
な
る
過
去
最
大
の
予

算
規
模
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
54
．
３

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

■
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」

　

津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
潮

堤
な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
整
備
、

避
難
道
路
網
や
市
街
地
の
か
さ
上

げ
、
高
台
移
転
な
ど
に
よ
る
「
ハ

ー
ド
対
策
」
と
、
防
災
体
制
の
整

備
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
対
策
」
の
複

合
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
は
、

高
田
海
岸
地
区
の
防
潮
堤
工
事
お

よ
び
気
仙
川
河
口
水
門
の
整
備
を

岩
手
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
工

事
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
「
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

中
心
市
街
地
の
再
生
と
住
宅
の

高
台
移
転
を
進
め
る
た
め
、
被
災

市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
面
整
備
の
区
域
を
拡
大
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
住
居
地
域
に
つ
い
て

は
、
用
地
取
得
を
進
め
な
が
ら
、

高
台
へ
の
住
宅
団
地
整
備
工
事
を

本
格
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市

活
動
や
高
台
移
転
事
業
に
合
わ
せ

た
関
連
道
路
の
整
備
と
と
も
に
、

災
害
時
の
円
滑
な
避
難
を
確
保
す

る
た
め
の
防
災
道
路
網
の
整
備
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

大
船
渡
線
の
鉄
路
に
よ
る
早
期
全

線
復
旧
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

当
面
の
代
替
交
通
と
し
て
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
の
円
滑
な
運
行
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
路
線
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ

ン
ド
交
通
実
証
運
行
に
よ
る
地
域

の
交
通
手
段
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
等
廃
棄
物
の
処
理
は
、
震

災
か
ら
三
年
と
な
る
平
成
二
十
六

年
三
月
末
の
処
理
完
了
を
目
指
し

て
、
迅
速
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
「
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　

被
災
者
に
対
す
る
生
活
・
住
居

再
建
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

恒
久
的
な
住
宅
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
を
岩
手
県
と
協
力
し
て
推
進

し
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は
県
営

団
地
三
団
地
、
市
営
団
地
二
団
地

で
順
次
建
設
を
進
め
、
完
成
後
、

速
や
か
に
入
居
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
浸
水

対
策
を
考
慮
し
た
施
設
の
復
旧
を

図
り
、
住
宅
の
高
台
移
転
や
市
街

地
の
か
さ
上
げ
に
伴
う
水
道
施
設

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
陸

前
高
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復

旧
工
事
を
平
成
二
十
五
年
度
で
完

了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
田
町
和

野
地
区
の
全
域
が
公
共
下
水
道
を

使
用
で
き
る
よ
う
汚
水
管
渠
整
備

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
田
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
と
幼
稚
園
を
複
合
し
た
施
設

と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
の
運

営
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
月
二
十
八
日
に
平
成

二
十
五
年
第
一
回
定
例
会
が

開
会
し
、
新
年
度
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
戸
羽
太
市
長
が

施
政
方
針
を
、
横
田
祐
佶
教

育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
本
格
復
興
年
」
各
種
施
策
の

　
　
　
　
着
実
な
実
施
に
向
け
て

平
成
25
年
度
所
信
表
明

震
災
復
興
計
画
の
着
実

な
推
進

戦
略
的
施
策
の
展
開
と

情
報
発
信
の
強
化

世
界
に
誇
れ
る
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向

予
算
編
成
方
針



③

ま
た
、
広
田
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
資
金
を
活
用
し
た
移
転
改

築
、
今
泉
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
県
立

高
田
病
院
の
本
設
に
よ
る
早
期
建

設
を
岩
手
県
に
強
く
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
関

連
施
設
な
ど
関
係
施
設
の
集
約
化

に
よ
る
保
健
医
療
福
祉
総
合
エ
リ

ア
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
仮

設
住
宅
の
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る

総
合
相
談
や
配
食
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

の
普
及
、
推
奨
に
努
め
ま
す
。

■
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
復

旧
に
つ
い
て
は
、
広
田
、
小
友
、

下
矢
作
地
区
で
、
復
興
関
連
区
画

整
理
事
業
の
導
入
に
よ
る
担
い
手

へ
の
農
地
の
流
動
化
や
利
用
集
積

お
よ
び
遊
休
農
地
の
活
用
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
ブ
ラ
ン
ド
米
「
た
か
た

の
ゆ
め
」
の
確
立
に
向
け
、
生
産
農

家
の
確
保
と
栽
培
体
系
の
確
立
な

ど
、
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
民
有

林
の
森
林
経
営
計
画
策
定
へ
の
支

援
を
行
い
、
良
質
な
気
仙
杉
の
生

産
体
制
の
確
立
に
向
け
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
市
管
理

漁
港
の
脇
之
沢
漁
港
を
は
じ
め
、

五
つ
の
漁
港
の
復
旧
工
事
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
他
の
漁
港
整
備

を
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
漁

協
本
所
事
務
所
や
養
殖
漁
業
関
連

の
共
同
作
業
保
管
施
設
な
ど
の
復

旧
整
備
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
商
業
地
の
再
建
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
市
街
地
の
基
盤
整
備

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
物
産
の
振
興
を
図
る

た
め
、
市
外
で
の
復
興
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
参
加
を
支
援
し
、
地
場

産
品
の
物
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

中
小
企
業
や
事
業
所
の
再
建
に

つ
い
て
は
、
民
間
か
ら
の
寄
付
を

活
用
し
た
「
被
災
中
小
企
業
復
興

支
援
基
金
」
を
新
た
に
創
設
し
、

本
設
再
開
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
宿
泊
施
設
の
整
備
・
進
ち
ょ

く
に
合
わ
せ
、
市
外
か
ら
の
観
光

誘
客
の
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

■
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
支
援
し
、
普
及
を
図
る
と

と
も
に
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
高
田
保
育
所

な
ど
に
太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄

電
設
備
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
「
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

　

被
災
者
の
住
宅
再
建
に
伴
う
高

台
な
ど
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
継

続
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
自
治
会
館
等
整
備
事
業
費
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
と
も
に
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
充
実
を
図
り
、
双
方
向
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

　

震
災
三
年
目
を
迎
え
る
本
年

は
、
震
災
復
興
計
画
の
「
復
興
基

盤
整
備
」
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

「
本
格
復
興
年
」
と
位
置
づ
け
、

復
興
が
目
に
見
え
、
市
民
が
復
興

を
実
感
し
、
将
来
に
対
し
希
望
を

持
て
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
二
年
が
経
過

し
ま
す
が
、
家
庭
状
況
・
教

育
環
境
な
ど
が
依
然
と
し
て

厳
し
い
実
情
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
最

重
点
と
し
「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
身

体
」
を
育
成
し
学
校
教
育
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
生

涯
学
習
推
進
体
制
の
機
能
回

復
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

　

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
中

心
に
、
地
域
活
動
の
推
進
や
、

住
民
の
学
習
・
交
流
機
会
の
提

供
に
努
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
を
支
援
し
ま
す
。

■
「
学
校
教
育
の
推
進
」

　

自
学
自
習
の
支
援
、
英
語
学

習
に
つ
い
て
の
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
学
び

の
部
屋
」「
英
語
の
部
屋
」
な

ど
を
継
続
実
施
し
、
学
力
や
語

学
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
長
期
に

わ
た
る
「
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
」
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
実
践

的
・
主
体
的
な
防
災
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
と
語
る
会
や
、

未
来
に
向
け
た
意
見
発
表
会

な
ど
の
開
催
を
通
じ
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
主
体

的
に
参
画
で
き
る
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

　

「
学
校
教
育
環
境
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の

防
災
機
能
強
化
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
、
通
学
路
の
危

険
箇
所
の
改
善
な
ど
、
引
き

続
き
安
全
性
や
利
便
性
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

「
小
中
学
校
の
再
編
」
に
つ

い
て
は
、
五
校
が
閉
校
し
新

た
に
気
仙
小
学
校
と
高
田
東

中
学
校
が
開
校
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
校
風
の
醸
成
と

地
域
の
拠
点
と
し
て
必
要
な

支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

　

学
校
体
育
施
設
等
を
活
用

し
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

体
育
協
会
や
競
技
団
体
等
と

連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

奨
励
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
「
芸
術
文
化
の
振
興
」

　

各
種
芸
術
文
化
団
体
等
と

の
連
携
・
協
働
を
進
め
、
豊

か
な
文
化
活
動
の
実
現
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
緊
急

発
掘
調
査
事
業
に
お
け
る
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

【
用
語
解
説
】
※
１
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
障
が
い
者
と
健
常
者
が
特
別
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
が
、

本
来
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
。
※
２
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
文
化
・
言
語
・
国
籍
の
違
い
、
老
若
男
女
と
い
っ
た
差
異
、

障
が
い
、
能
力
の
如
何
を
問
わ
ず
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
・
製
品
・
情
報
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
の
こ
と
。

教
育
委
員
長
教
育
行
政
方
針
演
述
（
要
旨
）

横田祐佶
教育委員長

「
本
格
復
興
年
」
将
来
に

希
望
を
持
て
る
年
に



２０１３年（平成２５年）　 ３月１５日号　④

　市は、新しいまちづくりを進めるため、次のとおり都市計画の変更を行い、高田地区、今泉地区土地区

画整理事業を行う区域や、シンボルロードの線形などを決定しました。

　また、高田松原津波復興祈念公園（防災メモリアル公園）や、国道４５号・国道３４０号について、岩

手県において都市計画の変更を行い、公園の区域などが決定されました。

▽都市計画の名称

　【県決定】

　○都市計画道路の変更（国道４５号、国道３４０号の変更）

　○都市計画公園の変更（高田松原津波復興祈念公園の変更）

　【市決定】

　○高田地区、今泉地区被災市街地復興土地区画整理事業の変更

　○被災市街地復興推進地域の変更

　○都市計画道路の変更（シンボルロード、高田北幹線の追加）

　○都市計画公園の変更（被災した都市計画公園の廃止）

▽都市計画を変更した日

　２月２６日（火）

▽その他

　これらの都市計画の図書は、

都市計画課内で縦覧することが

できます。また、市のホームペ

ージにも掲載しています。

　詳しくは、都市計画課計画係

（内線４６１）まで。

　高田地区と今泉地区の土地区画整理事業は、昨

年９月に先行地区について知事の事業認可を受

け、工事に向けた準備を進めてきましたが、この

たび、高田地区の高台②地区（第一中学校北側）

の宅地造成工事に着手することになりました。

　工事期間中は、多くの重機やダンプトラックが

稼働するため、騒音が発生することもあります

が、防災・安全対策を徹底して工事を進めますの

で、皆さんのご理解をよろしくお願いします。

▽工期　平成２５年３月から平成２６年８月末

まで

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線４６２）

まで。

土地区画整理事業などの都市計画変更のお知らせ

高田地区の高台②造成工事（土地区画整理事業）スタート



⑤

紙 上 年 金 教 室紙 上 年 金 教 室

平成２５年４月

社会保険相談日程

▽雇用条件

・雇用期間　平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日

・勤務場所　市内保育所（園）（公立、法人立の９カ所のうちいずれか）

・勤務時間　月曜から金曜および土曜日。原則として午前８時３０分から午後５時１５分まで（早番・遅

番・土曜午前勤務あり）

・賃金　１日７時間４５分勤務　臨時保育士６,７００円（平成２４年度有資格者実績）経験年数加算あり

・休日　日曜、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）および週休日

・年次有給休暇有り、健康保険・厚生年金・雇用保険など加入有り

※勤務場所により、雇用条件が異なる場合があります。

▽応募方法　以下の４つのものを合わせて社会福祉課に応募してください。（郵送可）

①履歴書

②保育士履歴調書（社会福祉課および保育所・園で配布）

③公共職業安定所（ハローワーク）の紹介状

④保育士資格証（資格取得者のみ）

　なお、応募に際して提出いただいた書類は、各保育所（園）にも開示しますので、あらかじめ了承願

います。

▽応募期間　３月２８日（木）午後５時１５分まで

　詳しくは、社会福祉課児童福祉係（内線２３５）まで。

職　種

１０人程度期限付臨時保育士 保育士資格者優遇 市内保育施設での保育業務

資格など 採用予定人数 職務内容

４月１８日（木）市役所３号棟 第３会議室　午前１０時３０分～午後３時３０分
※相談は事前に予約が必要です。申込先は一関年金事務所（☎０１９１－２３ー４２４６）

■国民年金保険料の納付は前

納制度を利用するとお得です。

　国民年金では、保険料を

前払いすると割り引きがあ

る「前納」という制度があり、

口座振替による「前納」と現

金納付やクレジットカード納

付による「前納」があります。

　なお、口座振替で「前納」

されると現金納付やクレジッ

トカード納付による「前納」

より割引額が多くお得です。

例えば、平成２５年度保険料

で計算すると

１　毎月納付

１５,０４０円×１２月＝１８０,４８０円

２　現金・クレジットカード納付

１７７,２８０円（毎月納付より　

３,２００円割引）

納税は前納制度がお得です

３　口座振替による前納

１７６,７００円（毎月納付より　

３,７８０円割引）

　希望する場合は、市民環境

課国民年金窓口または、一

関年金事務所まで連絡願いま

す。

　なお、１年間分を前納する

場合は、納付期限が４月末日

となっていますので、早めに

相談してください。

■年金の被保険者の種類はど

うなっているの？

　日本に住んでいる２０歳以

上６０歳未満のすべての人

は、国民年金に加入すること

となっています。

　加入者は職業などによって

３つのグループに分かれてい

て、それぞれ加入手続きが異

なります。

○第１号被保険者

　自営業者、学生、フリータ

ー、無職の人などで、自ら

が市役所で加入手続きをしま

す。

○第２号被保険者

　会社員や公務員など、厚生

年金や共済組合に加入してい

る人で、加入手続きは勤務先

が行います。

○第３号被保険者

　第２号被保険者に扶養され

ている配偶者の人で、加入手

続きは第２号被保険者の勤務

先を経由して行います。

　詳しくは、市民環境課市民

係（内線１３３）まで。

保育所（園）の臨時職員を再募集
応募は３月２８日（木）まで

保育所（園）の臨時職員を再募集



２０１３年（平成２５年）　 ３月１５日号　⑥

相　談　先 電　　　話

市社会福祉課
・保健師による対応

５４－２１１１（内２３２）
平日の午前８時３０分～午後５
時１５分

市地域包括支援センター
・保健師、社会福祉
士による対応

５４－２１１１（内２０５）
平日の午前８時３０分～午後５
時１５分

大船渡地域こころの
ケアセンター
・専門医による対応
・訪問対応可

２６－０２６０（予約制）
陸前高田会場：毎週木曜日の午
後２時～
大船渡会場：毎週金曜日の午後
１時３０分～

大船渡保健所保健課
・保健師による対応

２７－９９１３
平日の午前８時３０分～午後５
時１５分

精神保健福祉相談
（大船渡保健所内）
・専門医による対応

２７－９９１３（予約制）
毎月第３木曜日

高田診療所心療内科
・心療内科医による
保険診療

５３－２１１０
土曜日の午後３時～６時
日曜日の午前１１時～午後４時

地域活動支援セン
ター星雲
・相談支援専門員に
よる対応

２１－１３０５
月曜～土曜日の午前９時～午後
５時

チャレンジドまちか
ど相談室リンク
・相談支援専門員に
よる対応

５５－６２２５

児童家庭支援セン
ター大洋
・１８歳以下対象
・水曜日のみ小児精
神科医対応

２１－３１３０
月曜～土曜日の午前９時～午後
５時

岩手県ひきこもり支
援センター
・家族のみからの相
談可

０１９－６２９－９６１７
平日の午前９時～午後４時

盛岡いのちの電話
・電話相談のみ（匿
名可）
・携帯電話、ＰＨＳ、
公衆電話可（衛星電
話からはかけられま
せん）

０１９－６５４－７５７５
正午～午後９時（日曜日は午後
６時まで）
０１２０－７３８－５５６
毎月１０日のみ２４時間無料

★ＭＯＶＩＥ：ＢＯＸ（パオロ・メレゲッティ編、鈴木昭裕訳

　青幻舎）

★図解毛筆書き方字典（阿
あ

保
ぼ

直彦編　木耳社）

★もう限界 !! 介護で仕事を辞めないために読む本（高
たか

室
むろ

成
しげ

幸
ゆき

監

修　自由国民社）

★家づくりのすべてがスラスラわかる本２０１３（エクスナレ

　ッジ）

★アレルギーに負けない体は「腸」がつくる（藤田紘一郎著　

実務教育出版）

★「もっと話したい !」と思われる人の４４のルール（吉原珠
たま

央
お

著　幻冬舎）

★不安の片づけ（岡野あつこ著　中経出版）

★ビジュアル明治クロニクル（世界文化社）

★今日から使える大人の男のオシャレ塾（Ｈａｎｋｙｕ ＭＥＮ’Ｓ 

　監修　主婦の友社）

★家事のニホヘト（伊藤まさこ著　新潮社）

★俺たちに偏差値はない。（福澤徹三著　徳間書店）

★ディーゼルカー（大島弓子著　飛鳥新社）

★夫婦の散歩道（津村節子著　河出書房新社）

★夜の隅のアトリエ（木村紅
く

美
み

著　文藝春秋）

★謎解きはディナーのあとで３（東
ひがし

川
かわ

篤
とく

哉
や

著　小学館）

★心がわり（諸
もろ

田
た

玲子著　集英社）

★しょうがの味は熱い（綿
わた

矢
や

りさ著　文藝春秋）

★真田三代風雲録（中村彰彦著　実業之日本社）

★私と踊って（恩
おん

田
だ

陸
りく

著　新潮社）

　真っ白な猫、タマオは少女に命を救われた。高校生にな

った少女は、ある日何者かに追われていた。タマオは塀の

上を走り、あやしい男に飛びかかる…。この世界をくれた

女神を、命が尽きるまで愛そう。

「雪猫」

大山淳
じゅん

子
こ

 著
（講談社）

　ひとりで、または家族で抱え込まず、まずはお話

してみませんか。

今月の

みなさんの読みたい・
調べたいを応援します。

おすすめの１冊

新刊図書

図書館（☎５４－３２２７）

新刊図書

　■ 実 用 書

　■ 小　説

こころの相談窓口の
お知らせ

こころの相談窓口の
お知らせ



⑦

町 名 収　集　行　政　区

２区～７区
８区～１４区
１区、１５区、１６区
１区～８区
１区～７区
４区
１区～３区、５区、６区
７区～９区
１０区～１４区
１区～３区、１７区
４区、５区、１６区
６区～８区
９区、１１区、１２区甲乙
１０区、１３区～１５区
１区～５区甲乙
６区甲乙～１１区
１区～７区
８区～１０区
１２区、１３区
１区～３区、１１区、１４区、１５区
４区～７区
８区～１０区

２４日（水）
２５日（木）
２６日（金）
１８日（木）
１７日（水）
　２日（火）
１９日（金）
２２日（月）
２３日（火）
　１日（月）
　２日（火）
　３日（水）
　４日（木）
　５日（金）
　８日（月）
　９日（火）
１０日（水）
１１日（木）
１１日（木）
１２日（金）
１５日（月）
１６日（火）

１７日（水）
１８日（木）
１９日（金）
１１日（木）
１０日（水）
２３日（火）
１２日（金）
１５日（月）
１６日（火）
２２日（月）
２３日（火）
２４日（水）
２５日（木）
２６日（金）
　１日（月）
　２日（火）
　３日（水）
　４日（木）
　４日（木）
　５日（金）
　８日（月）
　９日（火）

１０日（水）
１１日（木）
１２日（金）
　４日（木）
　３日（水）
１６日（火）
　５日（金）
　８日（月）
　９日（火）
１５日（月）
１６日（火）
１７日（水）
１８日（木）
１９日（金）
２２日（月）
２３日（火）
２４日（水）
２５日（木）
２５日（木）
２６日（金）
　１日（月）
　２日（火）

燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール

矢作１～１６区

横田１～８区

竹駒１～７区

気仙１～１４区

高田１～５区と１６区

高田６～１５区と１７区

米崎１～１１区

小友１～１０区

広田１～１５区

（水）（土）

（火）（金）

（火）（金）

（水）（土）

（月）（木）

（火）（金）

（火）（金）

（月）（木）

（月）（木）

矢　作

横　田
竹　駒

気　仙

高　田

米　崎

小　友

広　田

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .25

H25.2 .25

H25.2 .26

H25.2 .26

H25.2 .26

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .27

H25.2 .25

H25.2 .25

H25.2 .28

0.47

0.08

0.34

0.20

0.07

0.36

0.18

0.10

0.11

0.16

0.21

0.09

0.19

0.13

0.06

0.08

0.06

0.08

0.18

0.07

0.20

0.19

0.07

0.16

0.12

0.08

0.12

0.11

0.11

0.08

0.14

0.10

0.07

0.09

0.08

0.08

0.14

0.08

0.12

0.19

0.06

0.12

0.09

0.08

0.12

0.10

0.10

0.08

0.12

0.08

0.07

0.08

0.08

0.08

生出コミセン

二又診療所

飯森公民館

最終処分場

市役所庁舎前

サンビレッジ

モビリア

矢作保育所

下矢作保育園

横田保育園

旧竹駒保育園

竹駒保育園

長部保育所

高田保育所

米崎保育園

小友保育所

広田保育園

小友浦干拓地

玄関右脇雨樋

玄関前

玄関左側雨樋

飛灰真上

南側１号棟出入口

玄関右側軒下

ｾﾝﾀｰﾊｳｽ左側雨樋

遊戯室前雨樋

玄関前雨樋

園庭

玄関前

園庭入口

園出入口排水口

すみれ軒下

砂場付近

運動場中央

園庭中央

牧草仮置場

５㎝ ５０㎝ １００㎝測定月日 測 定 場 所 場　所（詳細） 備　考
測　定　結　果

旧米崎保育園

仮設

玄関前（0.10、0.10、0.08)

玄関前（0.07、0.08、0.08)

玄関前（0.07、0.07、0.06)

玄関前（0.05、0.05、0.05)

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３５）、保育所（園）は社会福祉課児童福祉係（内線２３１）まで。

（単位：μ㏜／時）■放射能測定結果一覧（２月分：継続）

●燃えるごみ、燃えないごみは陸前高田市指定の袋で出してください。

●清掃センターでは、事業者から出る発泡スチロールやＰＰバンドなど  

　の産業廃棄物は受け入れしませんので、持ち込まないでください。

●庭先や空き地での家庭ごみの焼却は法律で禁止されています。

●せん定した枝や枯れ草の焼却は、放射性物質の拡散の可能性があるの

　で自粛してください。

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３４）まで。

※祝日は収集しません。

　陸前高田市指定のごみ袋に行政区と世帯主の氏名を記入

し、当日の朝８時３０分までに集積場所に出してください。

・仮設住宅に住んでいる人は、

仮設住宅専用の集積場所に出

してください。

・布団やブルーシートを出す際

は、小さくたたんで、十字ま

たは２カ所を丈夫なひもでし

ばって出してください。（１m

以内、紙ひもは不可）

・段ボールは５０㎝×６０㎝以

内の大きさにして、紙ひもで

しばって出してください。

・ごみを３袋を超えて出す場合

は、清掃センターに直接持ち

込んでください。

燃えないごみ・空きびん・新聞・チラシほか収集日 燃えるごみ収集日

ごみを出す際の注意

４月のごみ収集日について４月のごみ収集日について

ごみを出す際の注意



２０１３年（平成２５年）　 ３月１５日号　⑧

　

震
災
で
被
災
し
た
皆
さ
ん
の
住

宅
再
建
に
つ
い
て
、
個
別
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
週
月
曜
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
五
時
ま
で
（
午
後
五
時
以
降
の

相
談
は
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
）

▽
場
所　

市
復
興
対
策
局

▽
対
象　

震
災
に
よ
り
住
宅
が
全

壊
ま
た
は
半
壊
し
、
住
宅
の
再
建

を
検
討
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
移

転
を
検
討
し
て
い
る
人

▽
内
容　

復
興
事
業
（
計
画
）
に

お
け
る
集
団
移
転
事
業
や
自
力
再

建
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

　

詳
し
く
は
、
復
興
対
策
局

（
内
線
４
４
１
・
４
４
２
）
ま

で
。

　

岩
手
労
働
局
で
は
、
事
業
主
と

労
働
者
と
の
間
の
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
（
解
雇
、
い
じ
め
、
労
働
条

件
切
り
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）

を
抱
え
て
い
る
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
手
労
働
局
企
画

室
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎

０
１
２
０
ー
９
８
０
ー
７
８
３
、

平
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

　

陸
前
高
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で

は
、
世
界
寺
子
屋
運
動
の
一
環
と

し
て
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
を
回
収

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
内
に
備
え

付
け
た
回
収
箱
に
投
函
、
も
し
く

は
学
校
教
育
課
あ
て
に
持
参
・
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
ハ

ガ
キ
は
現
金
化
さ
れ
、
発
展
途
上

国
の
教
育
支
援
の
た
め
募
金
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
陸
前
高
田
ユ
ネ
ス

コ
協
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
、

内
線
２
８
４
）
ま
で
。

　

健
康
食
品
に
つ
い
て
、「
申
し

込
ん
で
い
な
い
の
に
強
引
に
送
る

と
い
う
電
話
が
き
た
」
と
い
っ
た

相
談
が
、
特
に
高
齢
者
で
増
加
し

て
い
ま
す
。
同
様
の
手
口
は
、
健

康
食
品
の
他
に
海
産
物
で
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
の
、
対
処
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
申
し
込
ん
だ
覚
え
も
な
く
、
購

入
す
る
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
場

合
は
、
宅
配
業
者
に
「
受
取
拒
否
」

を
す
る
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、

何
度
も
連
絡
が
あ
る
場
合
に
は
、

相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。「
消
費
生
活
相
談
員
」
が
、
不

安
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
ま
す
。

▽
相
談
窓
口　

大
船
渡
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
大
船
渡
市
役
所
内
、

☎
２
７
ー
３
１
１
１
）

　

図
書
館
で
は
、
震
災
に
よ
り
約

六
千
冊
あ
っ
た
郷
土
資
料
が
被
災

し
ま
し
た
。
郷
土
の
歴
史
と
文
化

を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
郷
土

資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
自
宅
に
次
の
よ
う
な
資
料
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
館
に
寄
贈

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
贈
の
際
は
、
事
前
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
収
集
し
て
い
る
郷
土
資
料

「
鳴
瀬　

気
仙
小
学
校
１
１
８
周

年
記
念
誌
」「
気
仙
三
十
三
観
音

霊
場
巡
礼　

祈
り
の
道
」「
み
ち

し
る
べ
～
今
泉
の
先
人
物
語
」「
歴

史
探
訪
」「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り　

ひ
か
み
」「
気
仙
風
土
記
第
五
集
」

「
チ
リ
地
震
津
波
記
念
誌
」「
横
田

村
史
」「
陸
前
高
田
市
の
地
名
考
」

な
ど
。

※
こ
れ
以
外
の
図
書
で
も
、
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
連
絡
願

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
（
☎
５
４

ー
３
２
２
７
）
ま
で
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
男
性
労
働

者
の
三
人
に
一
人
は
「
育
児
休
業

を
取
得
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま

す
。
育
児
休
業
期
間
は
原
則
一
歳

ま
で
の
、
本
人
の
希
望
す
る
期
間

で
す
。

　

な
お
、
就
業
規
則
に
規
定
が
な

い
場
合
で
も
、
育
児
・
介
護
休
業

法
に
沿
っ
て
休
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
手
労
働
局
雇
用

均
等
室
（
☎
０
１
９
ー
６
０
４
ー

３
０
１
０
）
ま
で
。

　

公
益
社
団
法
人
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
Ｐ
＆

Ｇ
で
は
、
震
災
の
影
響
で
公
園
や

園
庭
が
不
足
し
体
を
動
か
す
こ
と

が
減
少
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
親
子
で
一
緒
に
お
も
い
っ
き

り
体
を
動
か
し
て
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ベ
ン

ト
「
の
び
の
び
遊
ぼ
う
！
お
や
こ

ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
全
身
を

使
っ
て
遊
ぶ
大
型
遊
具
や
ご
っ
こ

遊
び
な
ど
室
内
の
遊
び
場
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
親
子
で
参
加
で

き
る
ロ
デ
ィ
ヨ
ガ
教
室
も
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　

三
月
三
十
日
（
土
）
①

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分
②
午

後
一
時
～
二
時
三
十
分
（
各
回
入

れ
替
え
制
）、三
月
三
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
先
着
順　

各
回
二
十
五
組
（
同

伴
保
護
者
一
人
に
つ
き
子
ど
も
三

人
ま
で
）

※
当
日
、
記
録
用
の
撮
影
を
行
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▽
場
所　

米
崎
コ
ミ
セ
ン

▽
対
象　

年
齢
一
～
六
歳

▽
申
込
方
法　

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ

ル
ド
レ
ン
に
電
話
（
☎
０
１
９
８

ー

６

８

ー

３

０

１

８
）、

ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
（o

yako
@

savechildren.o
r.jp

）
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

復
興
対
策
局
か
ら

住
宅
再
建
等
個
別
相
談
窓
口
を
開
設

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

無
料
の
相
談
窓
口
を
開
設
中

発
展
途
上
国
の
教
育
支
援
の
た
め
に

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
を
回
収

悪
質
商
法
が
横
行
し
て
い
ま
す

健
康
食
品
な
ど
の
販
売
手
口
注
意
を

貴
重
な
資
料
が
流
失
し
て
い
ま
す

郷
土
資
料
の
収
集
に
協
力
を

取
得
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か

男
性
の
育
児
休
業

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
び
の
び
遊
ぼ
う
！
お
や
こ
ひ
ろ
ば



⑨

▽
申
込
締
切　

三
月
二
十
九
日

（
金
）

　

市
内
小
中
高
で
は
、
三
月
十
三

日
ご
ろ
か
ら
四
月
七
日
ご
ろ
ま
で

春
休
み
に
入
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
新
年
度
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
す
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、少
年
セ
ン
タ
ー
（
内

線
２
２
０
）
ま
で
。

　

高
田
地
区
・
今
泉
地
区
に
お
い

て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
る
高
台
区

域
な
ど
を
下
水
道
処
理
区
域
と
す

る
た
め
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

三
月
二
十
一
日

（
木
）
～
二
十
七
日
（
水
）（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
）

▽
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
が

で
き
る
場
所　

都
市
計
画
課

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
下
水

道
係
（
内
線
４
６
４
）
ま
で
。

　

自
宅
が
亡
く
な
っ
た
祖
父
の
名

義
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
相
続

人
の
中
に
行
方
不
明
者
が
い
て
話

し
合
い
が
で
き
な
い
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象
に
無
料

で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

毎
週
月
曜
か
ら
金

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時

▽
電
話
番
号　

（
☎
０
１
２
０
ー

８
２
３
ー
８
１
５
）

　

詳
し
く
は
、
県
司
法
書
士
会
事

務
局
（
☎
０
１
９
ー
６
２
２
ー

３
３
７
２
）
ま
で
。

　

山
火
事
は
、
雪
ど
け
か
ら
林
内

が
下
草
に
お
お
わ
れ
る
季
節
に
発

生
し
が
ち
で
す
。
三
月
か
ら
五
月

は
空
気
の
乾
燥
や
強
風
に
よ
り
、

火
が
燃
え
広
が
り
や
す
い
時
期
に

な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
山
火
事
防
止
運
動
統
一
標
語　

「
山
の
火
事　

も
と
は
小
さ
な　

火
種
か
ら
」

▽
山
火
事
防
止
運
動
重
点
事
項

①
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
、
野
焼
き
を
し

な
い
こ
と

②
枯
れ
草
の
近
く
な
ど
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
、

野
焼
き
を
し
な
い
こ
と

③
た
き
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
完

全
に
消
火
す
る
こ
と

④
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ
捨

て
な
い
こ
と

⑤
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
許

可
を
受
け
る
こ
と

⑥
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

▽
そ
の
他　

林
内
作
業
や
山
菜
採

り
、
田
畑
や
庭
先
な
ど
で
火
を
取

り
扱
う
際
は
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　

山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
、
甚
大
な
被
害
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
未
然
防
止
が
最
も
重
要
で
す
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。
森
林

を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
山

火
事
を
防
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
話

し
合
い
、
緑
を
後
世
に
残
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、農
林
課
林
政
係
（
内

線
４
０
３
）
ま
で
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

国
税
専
門
官
（
大
学
卒
業
程
度
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
の
仕
事
は
、
国
の

財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担

い
、
税
務
署
な
ど
に
お
い
て
、
調

査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。

▽
第
一
次
試
験
日　

六
月
九
日

（
日
）

▽
受
験
資
格

①
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

②
平
成
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
お
よ
び
平
成
二
十
六
年
三
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
、
ま
た
は
、
人
事
院
が
①
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▽
受
験
申
込
受
付
期
間
な
ど

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
（
原
則
）】

・
申
込
期
間　

四
月
一
日
（
月
）

午
前
九
時
～
十
一
日
（
木
）

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-

sh
iken

.g
o
.jp

/ju
ken

.h
tm

l

【
郵
送
・
持
参
】

・
申
込
先　

仙
台
国
税
局

・
申
込
期
限　

四
月
一
日
（
月
）

～
二
日
（
火
）
午
前
九
時
～
午
後

五
時

　

詳
し
く
は
、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
研
修
係
（
☎
０
２
２

ー
２
６
３
ー
１
１
１
１
、
内
線

３
２
３
６
）
ま
で
。

　

い
き
い
き
岩
手
支
援
財
団
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
シ
ル
バ
ー
作

品
展
」
を
「
岩
手
県
民
長
寿
文
化

祭
作
品
展
」
と
改
称
し
ま
す
。
申

し
込
み
の
詳
細
は
、
長
寿
社
会
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
出
品
申
込
締
切　

五
月
十
日（
金
）

▽
作
品
搬
入
日　

六
月
六
日
（
木
）

午
前
十
時
～
正
午

▽
搬
入
場
所　

盛
岡
市
民
文
化
ホ

ー
ル
展
示
ホ
ー
ル

▽
作
品
展
開
催
期
間　

六
月
七
日

（
金
）
～
九
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、
長
寿
社
会
課
高
齢

福
祉
係
（
内
線
２
０
１
）
ま
で
。

　

歯
や
口
腔
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
相
談
す
る
「
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ

レ
ホ
ン
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　

四
月
十
八
日
（
木
）
午

前
十
時
～
午
後
七
時

※
回
答
は
午
後
七
時
以
降
に
な
り

ま
す
。
相
談
を
い
っ
た
ん
受
け
付

け
た
後
、
折
り
返
し
協
会
歯
科
医

師
よ
り
回
答
し
ま
す
。

▽
相
談
料　

無
料

▽
電
話
番
号　

（
☎
０
１
９
ー

６
５
１
ー
７
３
４
１
）

　

詳
し
く
は
、
県
保
険
医
協
会
歯

科
部
会
（
☎
０
１
９
ー
６
５
１
ー

７
３
４
１
）
ま
で
。

　

吉
本
興
業
の
宮
川
大
助
・
花
子

さ
ん
が
若
手
芸
人
と
と
も
に
、
リ

ア
ス
ホ
ー
ル
で
漫
才
公
演
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　

三
月
二
十
八
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
分
開
場
、
午
後
二

時
開
演
（
午
後
四
時
ま
で
）

　

詳
し
く
は
、
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三
陸
（
☎
４
７
ー
３
０
１
９
）
ま
で
。

春
休
み
に
入
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
へ
の
見
守
り
を

縦
覧
を
行
い
ま
す

公
共
下
水
道
事
業
計
画
（
変
更
）
案

東
日
本
大
震
災

無
料
法
律
電
話
相
談

５
月
31
日
ま
で

山
火
事
防
止
運
動
月
間

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

国
税
専
門
官
採
用
試
験

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

県
民
長
寿
文
化
祭
第
25
回
作
品
展

歯
科
に
関
す
る
悩
み
を
相
談
し
ま
す

ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談

復
興
お
で
か
け
講
演

大
助
・
花
子
が
や
っ
て
く
る
！
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４
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健
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健
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レ
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p
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A
p
ri
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2

大
 安

 ・
休
日
当
番
医

　
え
ん
ど
う
消
化
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
盛
町
）

　
☎
２
１
－
１
５
５
５

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
ほ
り
う
ち
歯
科
医
院
（
立
根
町
）

　
☎
２
７
－
５
６
６
６

 ・
休
日
当
番
医

　
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
高
田
町
）

　
☎
５
３
－
１
７
２
１

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
大
船
渡
国
保
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎
４
２
－
３
２
２
８

 ・
休
日
当
番
医

　
い
と
う
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
盛
町
）

　
☎
２
１
－
１
３
３
３

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
気
仙
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
米
崎
町
）

　
☎
５
５
－
３
２
３
８

 ・
休
日
当
番
医

　
吉
浜
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎
４
５
－
２
０
０
７

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
平
成
歯
科
医
院
（
高
田
町
）

　
☎
５
５
－
２
８
０
０

 ・
巡
回
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
訪
問
日

　
【
巡
回
時
刻
】１
０
：
０
０
～
１
６
：
０
０

 ・
昭
和
の
日

 ・
休
日
当
番
医

　
星
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
船
渡
町
）

　
☎
２
１
－
２
６
１
１

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
い
い
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
船
渡
町
）

　
☎
２
６
－
０
０
８
２

◆
 ５
月
の
健
診
日
程
 ◆

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

ふ

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

 ・
　
市
民
相
談

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

ふ ふ ふ

 ・
　
社
会
保
険
相
談
会

　
１
０
：
３
０
～
１
５
：
３
０

　　
　※
要
事
前
申
込
　一
関
年
金
事
務
所

　
　
　
　
 ☎
 ０
１
９
１
ー
２
３
ー
４
２
４
６

竹

市

 ・
　
法
律
相
談

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
３
０

＝
陸
前
高
田
市
役
所

＝
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

＝
米
崎
コ
ミ
セ
ン

＝
竹
駒
コ
ミ
セ
ン

＝
黒
崎
仙
峡
温
泉

市 ふ 米 竹 黒

凡
　
例

４
月
１
７
日
（
水
）
に
行
わ
れ
る

２
歳
６
カ
月
児
歯
科
検
診
に
は
、

子
ど
も
が
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

ふ

 ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

 ・
　
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

　
　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

　
【
育
児
相
談
】
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

ふ

 ・
　
離
乳
食
教
室
（
要
予
約
：
内
線
24
3）

　【
対
象
】Ｈ
２
４
．１
１
～
１
２
月
生

　【
受
付
】
９
：
４
５
～
１
０
：
０
０
　

 ・
巡
回
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
訪
問
日

　
【
巡
回
時
刻
】１
０
：
０
０
～
１
６
：
０
０

　　
　　
　　
　　
　　
　 

 ・
　
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２
２
．９
月
、１
０
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

　　
　　
　　
　　
※
保
護
者
の
歯
科
検
診
も
あ
り

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

 ・
　
１
歳
６
か
月
児
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２
１
．１
０
月
、１
１
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

 ・
　
労
働
基
準
監
督
署
陸
前
高
田

　
出
張
窓
口
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０

 ・
巡
回
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
訪
問
日

　
【
巡
回
時
刻
】１
０
：
０
０
～
１
６
：
０
０

竹

　
８
日
（
水
）
7
か
月
児
健
康
相
談

２
２
日
（
水
）
１
歳
6
か
月
児
健
診

米

竹竹

 ・
巡
回
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
訪
問
日

　
【
巡
回
時
刻
】１
０
：
０
０
～
１
６
：
０
０

竹

◆
編

集
・

発
行

◆
　

陸
前

高
田

市
企

画
部

協
働

推
進

室
　

〒
０
２
９

－
２
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９
２

 岩
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県
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前
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市
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町
字

鳴
石

４
２

番
地

５
　

☎
０
１９

２
　

２
１
１
１

（
内

線
１７

３
）
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